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件名：第１４回ジョイフル・スローピッチソフトボール
全国大会の開催について

１ 概 要 標記大会が、平成２９年１０月２８日（土）と２９日（日）の２

日間にわたり、坂東橋緑地公園ソフトボール場を中心に開催され、

県内外から約７００人の選手・役員が参加します。この大会は、本

市が総合計画の重点基本施策で定める「スポーツを通じた交流人口

の拡大」に資するものです。

２ 目 的 生涯スポーツとして、誰もが楽しく安全にプレイのできるジョイ

フル・スローピッチソフトボールの振興を図り、もって日本国内外

におけるジョイフル・スローピッチソフトボール競技の普及と発展

に寄与する。

３ 主 催 日本ジョイフルソフトボール連盟

４ 主 管 群馬県ソフトボール協会、渋川市ソフトボール協会

５ 会 期 平成２９年１０月２８日（土 ・２９日（日） 予備日なし）

６ 会 場 坂東橋緑地公園ソフトボール場、赤城総合運動自然公園野球場、

子持総合運動場野球場

７ 開 会 式 日時：平成２９年１０月２８日（土） ９：３０～

場所：坂東橋緑地公園ソフトボール場

８ 交 流 会 日時：平成２９年１０月２８日（土） １８：３０～

場所：遊山の里 とどろき（渋川市伊香保町）

９ その他

【ジョイフル・スローピッチソフトボールのルールについて】

ソフトボール大会は、主にファストピッチルールで行われることが多いが、

ジョイフル・スローピッチソフトボールは、スローピッチソフトボールのルー

ルに安全性を高める改良を加えたルールとなっています。これにより、ジョイ

フル・スローピッチソフトボールは、誰でも、楽しく、安全に、簡単にできる

競技となっています。

以下は、ジョイフル・スローピッチソフトボールの主なルールです。

・投球は、打者の身長以上、身長の２倍以下の高さでアーチを描くように投

げなければならない。

・ホームプレートの後ろにストライクマットを設置する。

・ウインドミル投法は禁止。



・2ストライク後のファウルは三振扱いでアウトになる。

・バント、盗塁、ホームでのクロスプレーは禁止。

・ワイルドピッチ、パスボールでも走者は進塁できない。

・敬遠はボールを投げなくても審判にその旨を伝えればよい。

・死球（デッドボール）になっても、一塁に進むことができない。

・二塁、三塁にもダブルベースを設置する。

・走者と守備側のクロスプレーによる危険性を排除するため、本塁(ホーム

プレート)とは別に走者が最後に踏むべきベースであるスコアリングプレ

ートを設置する。








